
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回検討委員会の様子（2023 年 8 月 8日） 

⇒ ⇒ ⇒

・大人の視点ではなく、子供の視点で検討することが一番大事。 

・登下校だけ制服を着て、学校では校内着に着替えるという慣行になっている。これでは制服に不要論が出

てくるのもやむを得ないのではないか。 

・教育を受ける権利として、一人一人が苦しくない教育環境、選択肢がたくさんあることが大事。 

・性自認や生活実態に合わせた服装を自身が選択できることは、セクシュアルマイノリティへの特別な配

慮ではなく、全ての子供たちへの当たり前の権利である。 

・外国人の子供の立場を考えてほしい。 

・制服が高い。登校時や登下校時にしか着用しないのに、これだけのものを買う必要があるのかという声が

ある。 

・子供の数が減っている状況で多様性に配慮した制服をつくる場合、ロット数（同じ条件で製造される製品

の数量の最小単位）が少なくなり単価も高くなる。この制服のあり方を検討することは意義がある。 

・アンケートの多数回答だけを拾って議論を進めていくことは、この検討委員会に限ってはないと考える。

アンケートによって多様な意見が出てくることが大事である。 

委員・有識者からの意見 


